
今、高校生が考えるデジタルシティズンシップとは ーデジタルウェルビーイングな社会を目指してー
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れいが先生！教えて「ICT」

兵庫 ３班 ９.９



考えられたメリット

・情報共有の高速化

・授業の効率化

・生徒、先生の負担軽減

・コミュニケーションの活性化

・スマートフォンの多機能化

・自宅学習の支援増加



考えられたデメリット

・スマホ依存

→コミュニケーションの減少、学習意欲低下

・個人情報の流出

→セキュリティ上の問題が発生

・SNSによる「知らない人」との交流

→トラブル・犯罪に巻き込まれる可能性



デメリットを踏まえた提言

【学校・先生へ】

・「情報リテラシー」を深く学ぶ機会をつくる

→先生も生徒と一緒に学んでいくことが必要。

【国（政府）・県へ】

・1人1台PC購入の費用を援助する。

→円安、半導体不足に対応する必要。



デメリットを踏まえた提言

【親・大人へ】

・スマートフォンの使い方を今一度学ぶ。

→ルールづくりでの理由付けができる。

【小中学生へ】

・高校生など同世代の人が情報の使い方を教える。

→小さいうちから利用方法を考える機会を与える。



まとめ

現代、ICTの発展により便利になっているが、

同時にデメリットも多く見つかった。

将来を担う高校生が中心となって、全世代が

危険性を理解し、ICTに振り回されないように

学び考えて発信していくことが大切。



ご清聴ありがとうございました。
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